
1986年に活動を開始した市民のNGOです。国籍や宗教、民族にとらわれず、パレスチナと中東地域の平和を願
い、そこに生きる子どもたちが希望を持って成長できるように、教育・保健・福祉分野での支援と人権擁護を進め
ています。また、コミュニティの強化と自立的発展に協力しています。

�会費（年会費）：4,000円、6,000円、10,000円（※ご都合にあわせて、金額をお決めいただきます）
�年に4回の会報「サラーム」や随時のお知らせなどをお送りします。詳しくはお問い合わせ下さい。

ご寄付・募金を常時受付しております。下記の口座にお振込みください。
郵便振替口座［00160-7-177367］／ みずほ銀行　高田馬場支店［普通8030448］
銀行からの送金の場合は、領収書をお出しするためにご住所とお名前をメールやファックスなどでお知らせ下さ
い。会費のお振込みも上記の口座をご利用下さい。
クレジットカードでもご寄付いただけます。詳しくはホームページ http://ccp-ngo.jp/ をご覧下さい。

パレスチナ子どものキャンペーンは税金の控除を受けられる認定NPO法人です。税金控除には、当会発行の領
収書をつけて確定申告をして下さい。

特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン（認定NPO法人）
〒171-0031  東京都豊島区目白3-4-5アビタメジロ603／Tel 03-3953-1393／Fax 03-3953-1394

Eメール  info@ccp-ngo.jp（新しくなりました） ／ホームページ  http://ccp-ngo.jp/
郵便振替口座　00160-7-177367／みずほ銀行  高田馬場支店  普通  8030448

パレスチナ
子どものキャンペーンは

会員になってキャンペーン
の活動を支えてください

ご寄付をお願いします

税金の控除について

パレスチナ子どものキャンペーンご案内
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　サラームの第1号は1987年1月に発行されましたが、パ
レスチナ子どものキャンペーンの活動は1986年の秋に開始
されていました。レバノン内戦の最終局面にパレスチナ難民
キャンプが2年間にわたって包囲され、パレスチナ人である
というだけで誘拐されて殺害されてしまうような緊張した時
期でした。元々1982年のレバノン戦争（イスラエル軍の
レバノン侵攻）と虐殺事件の後、当時現場にいたフォトジャ
ーナリストの広河隆一さんが中心になって作られた「パレス
チナ・ユダヤ人問題研究会」と「パレスチナの子供の里親
運動」が共同して、包囲で苦しむ難民キャンプの子どもたち
への緊急支援を日本社会に広く呼びかけました。発起人に
は宇都宮徳馬さん、栗野鳳さん、田英夫さん、加藤登紀子
さん、板垣雄三さんなどが名前を連ねてくださいました。
　現地からのSOSに応えて、子どもたちや家族の食料、衣
料、靴などを購入する資金を日本で集め始めました。「1000
万円キャンペーン」です。一時的な活動という意味合いで
「パレスチナ子どものキャンペーン」という名前が付けられ
たのですが、その活動が30年近くにわたって続くとは思い
もよりませんでした。
　レバノンの内戦が終結した1990年、北部のナハルエルバ
レドという難民キャンプで「子どもセンター」建設に協力を
しました。このセンターは、現地 NGOの「子ど
もの家」が初めて自前で建てた施設でした。それ
までパレスチナ人にとってレバノンは仮住まい、すぐ
にもパレスチナに帰るという気持ちが強かったので
すが、現実を直視し、もっと腰を落ち着けて活動し
なければならない、と考えるきっかけになったそう
です。その後、「子どもの家」は11か所の難民キ
ャンプに同じようなセンターを持つようになりました。

現地の人たちのターニングポイントを日本の市民からの寄
付が支えたのです。
　1992年には巡回診療車で「子ども歯科」の活動も始ま
りました。いまではレバノンの6か所に診療所が作られてい
ます。90年代の初めには、シャティーラキャンプで赤ちゃん
とお母さんへの保健事業も実施しました。至る所戦争の傷
跡だらけで、難民キャンプの建物は文字通り瓦礫状態でし
た。そんななかでも新しい生命が生まれていました。生後
間もない赤ちゃんはオムツが無くてビニールで巻かれていま
した。内戦のため建設途中で放置されたビルのフロアを毛
布で仕切って数百人が暮らしていました。現在のシリア難
民の姿に重なります。
　ナハルエルバレドの「子どもセンター」には幼稚園や歯
科診療所も作られ、コミュニティの中心の一つでした。しか
し2007年に、キャンプがレバノン政府軍と過激派の戦場と
なって破壊されてしまいました。そしてふたたび皆様のご協
力で2009年に再建されて、いままた幼稚園や補習クラス、
子ども歯科などの活
動の場所として、復
活しています。レバノ
ンのパレスチナ人の
歴史はここ30年だ
けでも、破壊と再生
を繰り返しているの
です。

活動を開始した1980年代と
レバノンでの支援活動

サラームの時代を振り返る❶

 ナハルエルバレドセンター90年ごろ

 こどもセンター2013年
（写真／上と左：広河隆一）

 こどもセンター2007年


